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抄 録
トノサマバッタの群生フェロモン
A LocustPheromone:Locustol.D.∫.Nolte,
S.H.EggersandI.R.May.I.InsectPhysrot.,
19,1547(1973).
トノサマバッタは.群生すると印班で生活していろ
孤独相のバッタとは,生理的にも,形態的にも只なる
刑生相への相変災を起こす.弼生村のバッタは.孤独
相のバッタに比べると,減数分裂時の染色体交叉の頻
度が増し,髭皮がil.く,成虫の超が相対的に掛 ､など
形態的に異なるとともに,行動的に活発であるなどの
特徴がある.このような相変異は.バッタの消化管の
そのう部で生産され,排継物と共に体外に出される抑
発性物TIにより生ずる.主に,染色体交叉の収度をiE
物検E/i:の折田として,活性物質の蝉離同定が行なわれ
た.
トノサマバッタ (LocusLaml'gYatOrZlaml'gralori･
ofdes)の排継物1kgの水-,JXu51(-m矧 こより.活性のあ
る留出区分を柑た.この刑川区分は.アニオン交換樹
脂に通じるとPFl･性が火なわれるが.pcntancで抽出し,
pentane屑を.lN-NaOHで地山し.NAOH屑を.
炭酸ガスで中和した後,pentaneで巧拙IIしてが1叫が
試みられた.pentaneを減圧下.低払lで刑出し,和
られた茶色の池状物27mgをTLC分取法によって,
分離柄製し,2つの主成分がItl離されT:.網成分は.
只見分析.NMR.既知物質との比舵などにより.そ
れぞれ.guaiacol(〟-methoxyphenol.5mg)と2-
methyl15-ethylphenol(long)とTL-1lji:され後者は,
locustolと命名された. これらの化合物は.植物の
Iigninの代謝分解物と考えられている.
guaiaco1-とそのパラBq.性tか,locustolとその4lethyl
異性体などは.村政の芸壬こそあれ,バッタの染色体交
叉析皮を耶加させろ.体色変化には湿度などの外的要
因も放く彫WJするが.loCustolは群生相の3齢幼虫を
叩独田仲したときの.メラニン色素の退色を有意に遅
らせ.また形恐変化にも彫響を与える.バッタの行動
に対して,guaiacolは何ら彰響しないが,locustol
とその4-ethyl異性体は群生行動の activator,すな
わち attractantとして作用する.以上のことから,
locustolは明らかに群生フェロモンと認められるが,
他の微量成分中にも,guaiacolのように,群生相の
特徴の1つないしは枚数に彫饗を与えるものがあると
考えられている. (若村定男)
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